
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

35分

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

地域再生計画の目標

達成状況

②事業の実施状況に関する客
観的な指標（KPI）の実現状

況

重要業績評価指標（KPI） 基準値 中間目標値 最終目標値 事後評価

地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）事後評価調書

長野県 長野県、泰阜村 安全・安心の村づくり計画

令和２年～令和６年 泰阜村　振興課長

事後評価

目標１ 孤立集落の減少

最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

達成状況
基準値 中間目標値 最終目標値

1集落 0集落 R6 0集落R1 1集落 R4 〇1集落 法面防災を実施したことにより落石を防ぎ孤立集落の発生がなく、目標を達成できた。

目標３
林業の振興と森林整備の促進（除
間伐面積の増加）

20ha H30 22ha R4 12ha 25ha R6 26ha 〇
道路整備により作業用クレーン等作業車の活用が可能となったことから除間伐面積の増加へつながり、
目標を達成できた。

2 2

30分 25分 R6

40分

20分

指標１ 主要施設までのアクセス改善 40分 R1 40分 R4

指標２ 観光周遊ルートのアクセス改善 30分 R1 25分 R4 - 村林道整備により、安全に通行する道路が構築された結果、村外者の観光ルートが確保された。

R6 35分 -
村道整備以前は幅員が狭くトンネル修繕工事に伴う迂回路としての活用が困難であったが、道路整備に
より幅員が確保され、トンネル工事中でも主要路線までの迂回路として大きな役割を担うこととなっ
た。幅員が狭い区間及び未舗装区間の整備により、時間短縮及び安全な通行が可能となった。

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（R4）

最終実績

地域再生計画に記載があ
る特別の措置を適用して
行う事業

村道整備事業 0.46km 0.21km 0.46km
アクセス道路改善により、あまごの搬送等が安全かつ急カーブ等による稚魚への負担が減り、売上増加につながった。また、万古隧道の修繕に伴う迂回路としての重要な役割も果たして
いる。

林道整備事業 1.396km 1.196km 1.396km
毎年落石等により、通行止めとなっていた区間が解消され、防災の観点からみても多大な改善が図られた。また、未舗装であった路線が舗装をしたことによってアクセス時間の改善及び、
森林施業の効率化につながった。

その他の事業

計画外で独自に実施した
事業

景観整備事業
幹線道路及び林道の劣勢木伐採等を
行い、道路の景観及び防災を促す事
業

事業費3,996千円　延長4,163ｍ（H30～R4実績）　枯れ木及び支障木・景観を損ねる樹木の伐採を計画的に実行し、景観確保及び倒木災害予防が図られた。今後も計画的に実施をしてい
く。

精算機械施設整備事業
合理化及び近代化を図るための施
設、機械購入・更新を補助

事業費33,032千円　件数15件（H30～R6実績）商工業施設に対して、業務用冷蔵庫や水槽付トラックの助成により地域活性に期待をしている。

規模拡大支援事業、設備改修支援事業
事業費必要な機械設備の改修や更
新、規模拡大を補助

事業費8,572千円　件数20件（H30～R6実績）トラクターやドローン、コンバイン等の助成により、農業の活性につながっている。

⑦今後の方針等
本地域再生計画の事業が順調に進んだことにより、さらなる商業観光の発展が見込まれる。今後、当村においても年々人口減少が進む中で『第三期泰阜村総合戦略』を発表しているが、子育て世代への支援、地域産業への支援、福祉・防災・インフ
ラ整備の推進により、村民の「やりたい」を引き出す地域一体となった村づくりを進めていきたい。

④評価方法 泰阜村総合戦略推進会議にて、最終目標値の実現状況について評価・検討を行った。

⑤事後評価の公表方法 泰阜村村づくり振興室のホームページにて公表。（https://www.vill.yasuoka.nagano.jp/docs/chiikisaiseikeikaku.html）

⑥計画全体の総合評価
本地域再生計画では、村道と林道を一体的に整備することで、孤立集落の解消や迂回路整備が実施でき、安全安心な道路ネットワークの構築が図られ森林整備の増加に寄与した。また、隣接する市でも道路事業を進めており、観光客が広域的に増加
傾向にある。その一方で、隣接する市町村への村内の道路整備が進んでいない実情もあり、計画的に整備することでさらなる交流・観光人口の増加を目指していきたい。

目標２ あまごの売上の増加 3,000万円 H30 3,250万円 R4 3,000万円 △

指標
総数

達成
数

コロナ禍で減った顧客が全回復をしなかったこと、猛暑による稚魚の育成被害及び隣接河川での災害に
より水の確保が予定通りにいかなったこともあり現状では目標値を下回った。

3,200万円 3,500万円 R6


